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(2) 提案する座標系を用いれば，画像内の特徴点によって 3 次元座標値を求められるので，カメラキャリプレーシ
ョンが不要である。したがって，カメラを回転させて特徴点を追跡すれば，カメラの回転角を知らなくても特
徴点の位置を求めることができ，ユーザはカメラ視野を気にせずに使用できる。これも，実験システムによっ
て有効性を確かめている。
(3) 物体操作を表す多様なジェスチャを認識するために，状態遷移知識を提案している。この知識は，各動作と，
その動作間の遷移関係を表現している。これにより，視覚情報からの認識の暖昧性を避けることができる。ジ
エスチャの途中で人が休む場合や不用意な動作を行なった場合も適当な状態遷移を行なわせることで，作業に
影響を及ばさないように対処している。また，両手の協調動作も一つの状態として扱うことができる。実際に
システムを構成して，仮想空間で積木を組み立てるジェスチャが認識できることを確認している。
(4) ジェスチャによっては，手の位置計測結果だけでは，どの物体に対する動作か，あるいはどの位置への操作か
を正確に指定することが困難である。本論文では，物体の選択と位置決めに関する知識を利用することを提案
している。この知識によって，円滑な作業ができることを実験システムを用いて確認している。
以上のように本論文は，環境固定座標系と人間中心座標系による空間指示の方法と，状態遷移知識と物体の選択と
位置決めに関する知識を提案するとともに，多様なジェスチャの認識に大きな示唆を与えており，柔軟なヒューマン
インタフェース技術の発展に寄与することが大きい。よって本論文は博士論文として価値のあるものと認める。
-443-
